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　本稿は、日本企業を対象に、Cohen�and�Frazzini［2008］が示すカスタマーモメンタム戦略に関して、企業
ネットワークをグローバル、2階層先まで拡張して検証を行った。ネットワーク拡張がリターンとの関係に効果
的とならないケースも確認され、実務への応用には更に検証や理論的考察を行う必要があるが、国内・1階層先
のものよりリターンに有意な関係となる戦略が観察されている。なお、本稿は本文と補論で構成されており、詳
細を補論で述べている部分については本文中に注が付されている。
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